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概要：　Solar-‐Cの大きな特徴の一つは、地上ではなし得ない高空間・高精度の安定した彩層磁場観測である。本ポスターでは、Solar-‐C
が取り組む主な科学課題と、それに伴うSolar-‐Cの彩層磁場測定精度を具体的に紹介し、各科学課題を解決できるか検討する。	
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次期太陽観測衛星Solar-Cは、光球からコロナにわ 
たる太陽大気の温度範囲を網羅し、かつこれまでの 
観測から示唆される各太陽大気の基本構造を空間 
分解し物理量を測定する。各太陽大気は磁力線（下 
図の緑線）でつながり、磁場を介して物質やエネルギ 
ーをやりとりしていると考えられている。基本構造間 
の物質とエネルギーのやり取りを測定することで、太 
陽物理の重要課題を究明する。特に高空間・高精度 
の安定した彩層磁場観測を可能にし、太陽外層大気 
の磁場構造を高精度に明らかにすることが最大の特 
徴である。	

構造を分解し面偏光分光観測する。物理量（特に彩層磁場）を診断すること 
で、未解明な彩層の基本構造である彩層ジェットの形成メカニズムとエネル 
ギー伝播を究明する。また、放射量について理解の進んでいないUV域に 
寄与する表面磁気構造を理解する。　赤：要求精度 青：測定精度 緑：可否 

MHD波、スローモード 
Ca II 8542Å, 太陽縁 
ΔB < 1G 
ΔB 〜 10G	

アルフヴェン波 
Ca II 8542Å, 太陽縁 
Δ磁場の方位角3) 〜2° 

Δ磁場の方位角 〜25° 

ねじれアルフヴェン波 
He I 10830Å, 太陽面中心 
Δ磁場の方位角5) > 360° 
Δ磁場の方位角 〜25° 

３次元リコネクション 
Ca II 8542Å, 太陽縁 
Δ磁場の方位角 〜？° 
Δ磁場の方位角 〜25° 

反平行リコネクション 
He I 10830Å, 太陽面中心 
|B|4) 〜 10 – 50 G 
|B| > 10 Gであれば、視線 
方向磁場の符号で観測可	

彩層ジェット	

浮上磁場 
太陽フレアや 
彩層ジェットの 
トリガー候補6)7)8) 

測定例あり9)	

コロナ磁場の外挿	
これまでは、プラズマの運動によって磁場構造が決まる光球の磁場を 
境界条件として、ローレンツ力によって磁場構造が決まるコロナの磁場 
を外挿していた。SOLAR-Cではローレンツ力によって磁場構造が決ま 
る彩層上層部を境界条件としてコロナの磁場を外挿する。これにより、 
コロナにおける磁束や自由エネルギーをより精度よく再現できる１）。 
　どのような磁場構造でコロナ加熱や太陽風の加速が起こっているのか、 
磁気エネルギーがどのくらいコロナに蓄積されているのか、磁場構造の 
擾乱（浮上磁場など）によってコロナの磁場構造が不安定になるかどうか 
などの問題を究明する。	

SST（地上望遠鏡）で撮ったHα彩層画像2)	

彩層磁場測定誤差の導出	

境界条件とする彩層データ	

コロナ 
磁場の 
外挿	

•  He I 10830Å（彩層上層部） 
•  0.2”（右図と同等）の 

　　　　　　　　空間分解能 
•  右図の９倍の視野184”×184” 
•  取得に要する時間：４４分 
•  磁場測定誤差（|B|=500G） 
　　　ΔB垂直 = 50 G 
　　　ΔB水平 = 100 G 
　　　方位角の誤差 = 25度 
　＊180度、９０度不定性あり	

彩層磁場 
の測定	
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?	

まとめ	
Solar-Cはこれまでになし得ない高空間・高精度
の安定した彩層磁場測定を可能にし、太陽外層
大気の磁場構造を高精度に明らかにする。 
・ コロナ加熱や太陽風の加速に伴う磁場構造 
・ 太陽フレア、磁気エネルギー蓄積、解放過程 
・ 太陽フレアトリガーの磁場構造 
・ 太陽放射量に寄与する磁気構造 
・ 彩層の基本構造（ジェット）の発生メカニズム 
これにより様々な太陽物理の重要課題を明らか
にする。彩層の磁場測定では明らかにならない
彩層ジェットの発生メカニズムやエネルギー伝播
過程も他の物理量測定を組み合わせて究明する。 
	

Solar-CはHe I 10830Å、Ca 
II 8542Åをスリットまたは面
分光で偏光分光観測する。
現在ある「観測から磁場を
導出する手法10)11)」を用い
て偏光測定精度と磁場測
定誤差の関係を導いた。本
ポスターではLópez Ariste
らの手法を用いた結果を紹
介する。右はHe I 10830Å
で太陽面中心を観測したと
きの誤差導出例である。	

測定誤差の導出	

１万個のストークスプロファイルを作成しそれぞれを 
インバージョンして答え（横軸）と結果（縦軸）を比較	

誤差と偏光測定精度	
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右下図は測定誤差のヒストグラム。それ以外は 
横軸が磁場強度、縦軸が測定誤差	

磁場強度（G）	 視線方向磁場（G）	

視線垂直磁場（G）	 磁場方位角（度）	
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偏光測定精度：1 × 10−3、5 × 10−4、1 × 10−4	
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